
【当院の方針】

当院は、患者さんの尊厳と人権を尊重し、安全で安心できる質の高い医療の提供に努めています。

身体的拘束は、患者さんの身体的・精神的苦痛を伴う行為であることを十分に認識し、身体的拘束を行わないことを

基本とします。そのため、患者さん一人ひとりの状態や思いを大切にし、多職種が連携しながら身体的拘束に頼らないケアの実践に

努めます。

やむを得ず身体的拘束が必要となる場合には、その必要性を多職種で慎重に判断し、患者さんの安全確保を最優先に、最小限の範囲

および期間で実施するとともに、早期解除に向けた継続的な検討を行います。

【当院の取組】
■ 基本方針の周知徹底:身体的拘束最小化の基本方針を全職員に周知し、患者さんの尊厳と人権を尊重したケアの実践に努めています。

■ 職員教育の充実:身体的拘束最小化に関する研修を年2回以上実施し、全職員の知識・技術および倫理観の向上を図っています。

■ 継続的な改善活動:行動制限最小化委員会による院内巡回を月1回実施し、身体的拘束の実施状況や療養環境を確認しています。また、毎月

 開催する行動制限最小化委員会において、身体的拘束の発生状況を把握・分析し、行動制限最小化委員会において課題の検討や改善策を

 検討するなど、身体的拘束最小化に向けた継続的な改善活動に取り組んでいます。

■ 身体的拘束に頼らないケアの推進:患者さん一人ひとりの状態に応じた支援方法を検討し、離床センサーやリクライニング車いす、

 インカム等の機器・用具を活用しながら、安全を確保しつつ身体的拘束に頼らないケアの実践に努めています。

■ 用具の適正管理:身体的拘束を行わないために活用する機器・用具について、使用状況を把握し適切な管理を行うとともに、身体拘束に

 使用する用具および当該用具の使用状況についても一元管理を行い、安全で効果的な運用に努めています。

■ 早期解除への取組:やむを得ず身体的拘束を実施した場合は、毎日カンファレンスを実施し、患者さんの状態評価を行いながら、多職種で

 その必要性や継続の妥当性を検討し、早期解除に向けた取組を行っています。

3月 4月 5月 合計

入院患者日数 1274 1198 1256 3728

身体拘束日数 0 0 0 0

身体拘束患者率 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
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【実施状況（地域包括ケア病棟）】

３ヶ月の身体拘束の実施率
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